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町では、学校をはじめとする公共施設の耐震化事業を　町では、学校をはじめとする公共施設の耐震化事業を進進
めてきました。今回、泉ヶ丘中学校体育館の建て替え完めてきました。今回、泉ヶ丘中学校体育館の建て替え完了了
に伴い、公共施設の耐震化率が100％になりましたに伴い、公共施設の耐震化率が100％になりました。。
新しく完成した体育館は、以前の体育館を取り壊し、同　新しく完成した体育館は、以前の体育館を取り壊し、同じじ
場所に建てられました場所に建てられました。。
鉄筋コンクリート2階建てで延べ床面積　鉄筋コンクリート2階建てで延べ床面積11，514，514㎡、1階が㎡、1階が
11，，206㎡、2階が307㎡ となり、以前の約2倍の広さにな206㎡、2階が307㎡ となり、以前の約2倍の広さになりり
ました。また、2階には男女更衣室やミーティングルームました。また、2階には男女更衣室やミーティングルーム、、
畳敷きの格技室が設けられています畳敷きの格技室が設けられています。。

汐見町長が府町村会長に再任
　京都府内の11町村で構成される、府町

村会は2月28日（木）に定期総会を開催

し、会長に汐見明男町長を再任しました。

任期は、４月１日から２年間。



2008-4 広報いで ２

　
２
月
　
日
（
火
）、
第
　
回
綴
喜

２６

３８

地
方
農
業
振
興
大
会
が
約
１
０
０

人
の
参
加
の
も
と
、
自
然
休
養
村

管
理
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
　
大
会
で
は
、
平
成
　
年
度
綴
喜

１９

地
方
茶
園
品
評
会
、
平
成
　
年
度

１９

綴
喜
地
方
筍
畑
共
進
会
に
出
品
さ

れ
、
入
賞
さ
れ
た
方
々
に
表
彰
状

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
京
都
府
病
害
虫
防
除

所
の
片
岡
光
信
所
長
か
ら
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
表
彰
さ
れ
た
町
内
関
係

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
茶
園
品
評
会
】

●
成
木
茶
園
手
摘
み
の
部

◆
井
手
町
長
賞
　
 

辻
井
幸
弘

【
筍
畑
共
進
会
】

◆
京
都
府
知
事
賞
　
 
石
本
敏
之

◆
綴
喜
地
方
農
業
振
興
協
議
会
長
賞

 

横
田
和
雄

◆
井
手
町
長
賞
　
 

横
田
茂
一

　
３
月
　
日
（
水
）、
井
手
小
学
校

１９

と
多
賀
小
学
校
で
卒
業
証
書
授
与

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
井
手
小
学
校
か
ら
　４５

人
、
多
賀
小
学
校
か
ら
　
人
の
卒

１９

業
生
が
、
６
年
間
の
思
い
出
を
胸

に
学
び
舎
を
巣
立
っ
て
い
き
ま
し

た
。

　
式
典
で
は
、
保
護
者
や
在
校
生

ら
の
大
き
な
拍
手
の
な
か
卒
業
生

が
入
場
し
、
全
員
に
よ
る
校
歌
斉

唱
の
あ
と
、
卒
業
生
一
人
ひ
と
り

の
名
前
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
卒
業

証
書
が
駒
校
長
か
ら
代
表
者
に
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
駒
校
長
は
式
辞
で
「
こ
れ
か
ら

も
試
練
が
あ
り
ま
す
が
、
諦
め
な

い
気
力
、
目
標
に
向
か
っ
て
前
進

す
る
気
力
な
ど
様
々
な
気
力
で
立

ち
向
か
い
、
乗
り
越
え
、
大
き
く

羽
ば
た
い
て
下
さ
い
」
と
述
べ
ら

れ
、
続
い
て
在
校
生
と
先
生
方
に

よ
る
供
構
成
詩
僑
が
巣
立
っ
て
い

く
卒
業
生
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。
卒

業
生
の
中
に
は
、
今
日
ま
で
の
さ

ま
ざ
ま
な
出
来
事
を
思
い
だ
し
て

涙
す
る
生
徒
も
・
・
・
。

　
こ
の
あ
と
、
卒
業
生
が
３
年
間

の
思
い
出
を
語
り
、
力
強
く
巣
立

ち
の
決
意
を
述
べ
、
明
日
へ
の
新

し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　
泉
ヶ
丘
中
学
校
の
第
　
回
卒
業

６１

証
書
授
与
式
が
３
月
　
日
（
木
）

１３

に
、
新
し
く
完
成
し
た
体
育
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、　
人
の
卒
業
生
（
男

６７

子
　
人
、
女
子
　
人
）
は
、
３
年

３８

２９

間
の
中
学
校
生
活
で
の
思
い
出
を

胸
に
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

い で の ま ち かい で の ま ち か どど

ウオッチング

　
京
都
府
に
お
い
て
下
水
道
の
大

切
さ
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら

お
う
と
、
標
語
や
絵
画
等
の
作
品

募
集
が
あ
り
、
入
賞
者
に
対
し
て

の
表
彰
式
が
、
３
月
　
日
（
水
）

２６

八
幡
市
の
洛
南
浄
化
セ
ン
タ
ー
で

あ
り
ま
し
た
。

　
標
語
の
小
学
生
の
部
で
、
井
手

小
学
校
４
年
の
福
森
亮
太
さ
ん

が
、
絵
画
の
部
で
多
賀
小
学
校
４

年
の
脇
本
佳
奈
さ
ん
が
、
最
優
秀

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

祝辞を述べる汐見町長

在校生に見送られる生徒たち（泉ヶ丘中）

卒業証書が手渡されました（多賀小）

安
心
・
安
全
な
農
産
物

の
生
産
へ

講演の様子

　
人
が
泉
ヶ
丘
の
思
い
出
を
胸
に
巣
立
つ

６７第
　
回
泉
ヶ
丘
中
学
校

６１
卒
業
証
書
授
与
式

式辞を述べる駒校長

井
手
小
　
人
４５

多
賀
小
　
人
１９

卒
業

卒業証書が手渡されました（井手小）

「下水道　未来のための　ゆめづくり」
福森さんの作品 脇本さんの作品

標
語
・
絵
画
の
部
で

　
　
最
優
秀
賞
受
賞
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　社会経済情勢の変化や地方分権が進展する中、多様な住民ニーズに対応するため、部制を廃止し、町長
部局を１室４部11課から１0課へと組織をフラット化することにより、効率的な組織に整備しました。
　併せて、医療制度改革等の行政課題の変化にも、迅速で機動的に行政運営を図るため、民生部局を統合
再編し、水道課と下水道課を統合しました。

主な業務内容課　名
人事・秘書・情報公開・選挙・消防・監査委員
公平委員会総 務 課

企画・広報・予算・財産管理・統計・財産区企 画 財 政 課

町税の賦課・徴収税 務 課

同和・人権啓発事業・町営（改良）住宅
いづみ人権交流センター運営・いづみ児童館運営同和・人権政策課

戸籍・児童手当・国民年金・社会福祉・火葬
生活保護・母子福祉・保育所住 民 福 祉 課

高齢者福祉・障害者福祉・介護保険・介護予防
地域包括支援高 齢 福 祉 課

国民健康保険・高齢者医療・福祉医療
保健衛生・保健予防保 健 医 療 課

道路・橋梁・河川・災害復旧・公園・都市計画
開発事業・住宅建 設 課

農業・林業・商工・観光・土地改良・農業委員会
環境衛生・清掃・墓地産 業 環 境 課

水道・下水道上 下 水 道 課

現金出納・歳入歳出決算会 計 課

議会運営議 会 事 務 局

　
役
場
で
は
、
今
後
の
行
政
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
４
月
１
日
付
け

で
職
員
の
異
動
を
行
い
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

※
カ
ッ
コ
内
は
旧
役
職（
機
構
改
革
に
伴
う
部
制
の
廃
止
に
伴
い
課
名

か
ら
の
記
載
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
）　

◎
町
長
の
事
務
部
局

【
理
事
級
】
理
事
〈
総
括
〉（
総
務
部
長
）
中
谷
浩
三
▽
理
事

〈
総
務
担
当
〉（
総
務
部
次
長
兼
総
務
課
長
事
務
取
扱
）西
島
栄

治
▽
理
事
〈
民
生
担
当
〉（
福
祉
課
長
）
池
田
清
隆
▽
理
事

〈
事
業
担
当
〉（
事
業
部
長
）
中
島
茂
喜
▽
理
事
〈
上
下
水
道
担

当
〉（
同
和
対
策
室
長
）
木
田
修
司
▽
理
事
〈
同
和
人
権
担
当
〉

（
民
生
部
次
長
兼
衛
生
課
長
事
務
取
扱
）西
田
長
▽
会
計
管
理

者
兼
会
計
課
長
事
務
取
扱
（
企
画
財
政
課
長
）
藤
林
学

【
課
長
級
】
総
務
課
長
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
長
・
図
書

館
長
兼
務
）
原
田
賢
志
▽
企
画
財
政
課
長
（
会
計
課
長
）
中

島
一
也
▽
住
民
福
祉
課
長
（
建
設
課
課
長
補
佐
）
嶋
田
昌
弘

▽
高
齢
福
祉
課
長
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
務（
福

祉
課
課
長
補
佐
）脇
本
和
弘
▽
保
健
医
療
課
長
・
保
健
セ
ン
タ

ー
所
長
兼
務
（
同
和
・
人
権
政
策
課
課
長
補
佐
）
小
川
淳
一
▽

同
和
・
人
権
政
策
課
長
・
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
所
長
・

い
づ
み
児
童
館
長
兼
務
（
水
道
課
長
）
西
島
楠
博
▽
産
業
環

境
課
長
（
産
業
課
長
）
村
田
名
良
夫
▽
上
下
水
道
課
長
（
下

水
道
課
長
）
松
山
正
伸
▽
玉
川
保
育
園
長
（
玉
川
保
育
園
園

長
補
佐
）
松
本
美
智
子

【
課
長
補
佐
級
】
税
務
課
課
長
補
佐
（
衛
生
課
課
長
補
佐
）
古

川
伸
行
▽
住
民
福
祉
課
課
長
補
佐
（
住
民
課
課
長
補
佐
）
上

島
勇
▽
高
齢
福
祉
課
課
長
補
佐
（
福
祉
課
課
長
補
佐
）
福
井

幸
代
▽
保
健
医
療
課
課
長
補
佐
（
水
道
課
課
長
補
佐
）
新
谷

と
も
子
▽
保
健
医
療
課
課
長
補
佐
（
総
務
課
係
長
）
宮
崎
光

▽
上
下
水
道
課
課
長
補
佐
（
産
業
課
係
長
）
杉
山
徳
子
▽
産

業
環
境
課
課
長
補
佐
（
産
業
課
課
長
補
佐
）
中
村
義
美
▽
産

業
環
境
課
課
長
補
佐
（
福
祉
課
係
長
）
藤
崎
裕
司
▽
同
和
・
人

権
政
策
課
課
長
補
佐
（
総
務
課
主
査
〈
城
南
市
町
村
税
滞
納

整
理
組
合
派
遣
〉）
野
田
昌
司
▽
総
務
課
課
長
補
佐
（
総
務
課

係
長
）
木
田
昭
弘

【
係
長
級
】
住
民
福
祉
課
係
長
（
福
祉
課
係
長
）
林
田
正
▽
保

健
医
療
課
係
長
（
衛
生
課
係
長
）
乾
浩
朗
▽
保
健
医
療
課
係

長
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
長
）
小
笠
原
温
美
▽
保
健

医
療
課
係
長
（
保
健
セ
ン
タ
ー
係
長
）
野
田
美
恵
▽
産
業
環

境
課
係
長
（
衛
生
課
係
長
）
森
川
康
彦
▽
産
業
環
境
課
主
査

（
産
業
課
主
査
）
村
田
寛
一
▽
産
業
環
境
課
係
長
（
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
係
長
）
藪
田
泰
彦
▽
産
業
環
境
課
主
査
（
衛

生
課
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
主
査
）
山
田
利
博
▽
玉
川
保
育
園

主
任
（
い
づ
み
保
育
園
主
任
）
木
村
順
子
▽
玉
川
保
育
園
主

任
（
多
賀
保
育
園
主
任
）
中
島
寿
代
▽
上
下
水
道
課
係
長

（
下
水
道
課
係
長
）
粟
田
眞
澄
▽
上
下
水
道
課
係
長
（
下
水
道

課
係
長
）
古
川
進
▽
上
下
水
道
課
主
査
（
水
道
課
主
査
）
南

本
宏
昭

【
主
事
級
】
▽
住
民
福
祉
課
主
事
（
住
民
課
主
事
）
奥
西
玲
子

▽
住
民
福
祉
課
主
事
（
住
民
課
主
事
）
飯
田
順
之
▽
住
民
福

祉
課
主
事
（
住
民
課
主
事
）
林
田
夕
加
▽
住
民
福
祉
課
主
事

（
福
祉
課
主
事
）
菱
本
嘉
昭
▽
多
賀
保
育
園
保
育
士
（
玉
川
保

育
園
保
育
士
）
庄
田
由
佳
▽
高
齢
福
祉
課
主
事
（
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
主
事
）藤
村
さ
や
か
▽
高
齢
福
祉
課
主
事（
住

民
課
主
事
）
岩
村
恭
子
▽
高
齢
福
祉
課
主
事
（
福
祉
課
主
事
）

坂
井
幸
一
郎
▽
保
健
医
療
課
主
事
（
福
祉
課
主
事
）
野
﨑
裕

美
▽
保
健
医
療
課
保
健
師
（
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
師
）
栗
原

清
佳
▽
保
健
医
療
課
主
事
（
総
務
課
主
事
〈
京
都
府
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
派
遣
〉）森
田
肇
▽
産
業
環
境
課
環
境
衛

生
技
師
（
衛
生
課
環
境
セ
ン
タ
ー
環
境
衛
生
技
師
）
新
田
憲

一
▽
建
設
課
主
事
（
衛
生
課
主
事
）
平
間
克
則
▽
上
下
水
道

課
技
師
（
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
技
師
）
山
田
貴
裕
▽
上

下
水
道
課
技
師
（
下
水
道
課
技
師
）
髙
田
頼
行
▽
上
下
水
道

課
主
事
（
下
水
道
課
主
事
）
武
田
朋
也
▽
上
下
水
道
課
主
事

（
水
道
課
主
事
）
篠
部
直
茂
▽
総
務
課
主
事
〈
税
務
共
同
化
に

係
る
広
域
連
合
設
立
準
備
委
員
会
担
当
〉（
税
務
課
主
事
）
中

谷
誠
▽
総
務
課
主
事
〈
京
都
府
商
工
労
働
観
光
部
観
光
課
派

遣
〉（
企
画
財
政
課
主
事
）
梶
田
篤
志

◎
議
会
の
事
務
部
局

【
理
事
級
】
議
会
事
務
局
長
（
上
下
水
道
部
次
長
）
鈴
木
康
正

◎
教
育
委
員
会
の
事
務
部
局

【
課
長
級
】教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
長
・
図
書
館
長
兼
務（
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
課
長
補
佐
）
木
村
坂
次

【
係
長
級
】教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
主
査（
産
業
課
主
査
）長

谷
川
巧
▽
教
育
委
員
会
図
書
館
係
長
（
教
育
委
員
会
図
書
館

主
事
）
小
谷
光
幸

【
主
事
級
】教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
主
事（
総
務
課
主
事
）板

谷
な
お
み

◎
新
規
採
用
（
４
月
１
日
付
）

石
森
英
晴
・
企
画
財
政
課
主
事
補
▽
川
端
佐
知
子
・
総
務
課
主

事
補
▽
深
堂
高
弘
・
税
務
課
主
事
補
▽
横
田
雄
大
・
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
主
事
補
▽
安
澤
由
佳
・
保
健
医
療
課
保
健
師

▽
小
河
真
代
・
玉
川
保
育
園
保
育
士
補

◎
退
職
（
３
月
　
日
付
）

３１

前
田
光
春
（
民
生
部
長
）
▽
横
田
正
人
（
議
会
事
務
局
長
）

▽
松
岡
武
男（
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
所
長
兼
務
）▽
脇
本
和
子（
玉
川
保
育
園
長
）▽
岡
田
博（
同

和
・
人
権
政
策
課
長
・
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
所
長
・
い

づ
み
児
童
館
長
兼
務
）
▽
飯
田
あ
や
子
（
住
民
課
長
）

烏 羽隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場のののののののののののののののののののの組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織がががががががががががががががががががが変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりまままままままままままままままままままましししししししししししししししししししし４月１日から役場の組織が変わりましたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

庁舎案内庁舎案内図図
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▼

　３月４日（火）、自然休養村管理センターで、児童文学評論家の赤木
かん子さんを講師に招き『楽しい読み聞かせ講座』が行われ、図書館
司書や読書ボランティア約８０人が参加しました。
　講座で赤木さんは「子どもに読み聞かせをする上で大切な事は、大人
が読んであげたいと思う本ではなく、子どもが読みたいと思っている
本を読んであげること。そのためには、図書館など多くの本がある場
所で、自由に本を選ばせてあげること。また、読み終わった後の子ど
もの感想に共感してあげることです。」と話されていました。
　翌５日（水）には、山吹ふれあいセンターと井手小学校の学校図書
館で『学校図書館づくり講習会』が行われました。同センターでは、
司書の立場から一般図書館や学校図書館を良くしていくために必要な
事を講演されました。
　また、井手小学校の学校図書館では、分類シールを使っての実習が
行われました。

▼

　３月１日（土）、水無区公民館において、同区自主防災訓練が行われ、地元
住民、消防団、京田辺市消防署井手分署員ら約８０人が参加しました。
　この日は、無火災デー防火パレードも行われており、午前９時のサイレンを
合図に、住民らは公民館前広場に避難訓練も兼ねて集合しました。
　集まった参加者らは、まず始めに消火器の取り扱い訓練を行いました。分
署員による説明を受けた後、実際に消火器を使い消火作業を体験しました。
　その後、公民館に移動し応急手当の方法を学び、ＡＥＤを使用しての訓練を
行いました。ＡＥＤの訓練では、分署員らとともに、住民が本番さながらの訓
練を行っていました。
　最後に、非常用保存食の炊き出しセットを実際に作り、訓練を終えました。

▼

　３月３日（月）、井手小学校で井手町保護者の会主催の卒業・進
級を祝う会が行われました。
　同会は特別支援学級の児童を対象に、今まで過ごした学校生活で
の思い出を胸に、新たな学校や学年でも頑張ってもらおうと毎年行
われています。今回も泉ヶ丘中学校、井手小学校、南山城養護学校、
京都聾学校の児童らが参加しました。
　出しものでは、楽しかった学校生活の映像をスライドショーで流
しながら歌を歌ったり、一生懸命練習した劇などを元気に披露しま
した。　最後に、卒業生から保護者に花をプレゼントし、みんなで記
念撮影を行いました。

　大和田仁氏は、昭和47年に京都府の職員
の技師として採用され、田辺土木事務所長、
土木建築部都市計画課長、府営水道事務所長、
南丹広域振興局建設部長（兼南丹土木事務所
長）などを歴任されていました。

事
業
部
専
門
の
特
別
職
と
し
て
、

大
和
田
仁
さ
ん
が
参
与
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

大和田参与
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▼

　３月３日（月）、井手町老人クラブ連絡協議会女性部（木田つや
子部長）は、昨年に引き続き雑巾をプレゼントされました。
　３回目となった今回も特別養護老人ホームいでの里やデイサービ
スセンターなどの福祉施設や各小中学校、保育園、井手共同作業所
に贈られました。
　玉川保育園では「この雑巾でいっぱいお掃除してきれいにしてく
ださい。」と園児らに声を掛けていました。

▼

3月16日（日）、ＮＰＯ井手エコ創造プロジェクト（奥田武彦
理事長）主催の『井手まるごと竹林体験』が行われ、町内在住の
小学生親子、約50人が参加しました。
　同体験は、放置された竹林などによる問題を学び、竹林と環境
について考えてもらおうと企画されたものです。
　参加者らは、たくみの里（有王地区）で竹炭づくりをされてい
る永田寛治さんに竹炭作りの説明を受けた後、持参したまつぼっ
くりや現地で拾った栗などを炭焼きにしました。また、竹で包ん
だご飯作りや竹細工、放置竹林の整備体験などを行いました。

▼

３月７日（金）、山吹ふれあいセンターで京都府女性の船「ステッ
プあけぼの」綴喜支部総会（奥村満子支部長＝会員１４８人）が開催
され、約６０人の会員が出席しました。
　京都府女性の船は、地域づくりやＮＰＯ活動等に関心のある女
性に学習や交流の機会を提供し、男女共同参画による豊かな京都
府づくりをめざすことを目的に活動されています。
　議事では、平成１９年度の事業・決算報告、平成２０年度役員選出、
平成２０年度の事業計画及び予算を審議し、いずれも承認されまし
た。
　午後からは、町教育委員会の加賀山睦次長を講師に招き「健康づ
くりと食生活」と題した講演会があり、最後に交流会として「ス
テップあけぼのよさこい踊り」を踊りました。

▲
3月17日（月）、泉ヶ丘中学校の1年生が玉川の川辺や堤の美化

作業を行いました。
　この取り組みは、地域ボランティア活動の一環として毎年行わ
れているもので、作業を行った生徒らは草を掻き分けながら一生
懸命にゴミを拾っていました。また、道で出会った人から「きれ
いにしてくれてありがとう。」と声を掛けられる一幕もありまし
た。

　
井
手
町
の
収
入
役

を
務
め
て
こ
ら
れ
た

杉
山
吉
次
氏
は
、
任
期

満
了
に
よ
り
、
３
月
　３１

日
を
も
っ
て
退
職
さ

れ
ま
し
た
。

　
杉
山
前
収
入
役
は
、

平
成
８
年
４
月
１
日

か
ら
３
期
、　
年
間
収

１２

入
役
を
務
め
ら
れ
ま

し
た
。

　
杉
山
吉
次
収
入
役
退
任

　
　
　
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た
。

退任された杉山収入役
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２００８年度（平成２０年度）の当初予算

予算総額６１億９７８万６千円
一般会計３３億９２００万円　　　特別会計２７億１７７８万６千円
平成２０年度予算の概要

　平成２０年度の一般会計は、３３億９２００万円となり、前
年度に比べて６億３５００万円、１５．８％の減額となりまし
た。
　また、特別会計は、国民健康保険・老人保健・介護
保険・後期高齢者医療・井手町水道事業・多賀地区簡
易水道事業・公共下水道事業・多賀財産区を合わせて
２７億１７７８万６千円となり、前年度に比べて４億４６６０万
３千円、１４．１％の減額となり、一般会計と特別会計を
合わせた総額は、６１億９７８万６千円の予算規模となり、

前年度に比べて１０億８１６０万３千円、１５．０％の減額とな
ります。
　中でも、敬老事業や前年度に整備された子育て支援
センターの運営といった福祉の充実、放課後児童クラ
ブの運営や図書等購入事業など、教育環境の充実を図
っています。
　また、日常生活に身近な道路などの生活基盤の整備
などにも重点を置いた予算となっています。

平成２０年度主な事業（単位：千円）

総務費

街灯助成　 　１，５２０
カジカガエル復元事業 　３４４
町勢要覧　 ３，０００
国民保護対策　 ３６６

民生費

障害者自立支援事業費　 ９３，８６１
後期高齢者医療負担金　 　６５，２２１
敬老事業　 ５，９４４
児童手当　 ６４，１４０
子育て支援センター運営費　 ４，５０９

衛生費

源氏ボタル保護育成　 ３１６
予防接種事業　 １２，５５３
健康増進事業　 １１，２５５

農林水産業費

有害鳥獣駆除　 ３２４
生産調整推進対策種子助成　 ３００
農地・水・環境保全向上対策事業　 ６４０
豊かな緑と清流を守る森林整備事業　 ３００

商工費

町商工会振興事業補助　 ７，５００
小企業特別融資保障料補給　 ２，０００
桜まつり　 ３，５８０
まちづくりセンター管理委託費　 １，４８５

土木費

木造住宅耐震診断　 ３９０
道路維持補修　 ７，２５７
町道１号線等調査委託　 １，０００
公園管理　 ３２５

消防費

消防委託料　 １４９，３３８
各種訓練費　 １，５４５
自主防災組織費　 １５０
消防備品費　 １，４２２

教育費

ジョイントアップ推進事業　 ２２３
図書等購入事業　 ７，８４８
放課後児童クラブ 　７，７６７
町内遺跡発掘調査事業　 ３，０５２

歳出合計　４０億２７００万円
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　平成20年5月1日から戸籍法並びに住民基本台帳法の一部を改正する法律により窓口で他人に不正に証明書など取得
されないようまた、虚偽の届出(婚姻届や転入・転出の届出等)を防ぐために次のようなルールが法律で定められます。

　
３
月
定
例
町
議
会
は
、
３
月
　
日
１１

か
ら
　
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

２１

　
今
議
会
で
は
、
５
人
の
議
員
か
ら

計
９
件
の
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
平

成
　
年
度
井
手
町
一
般
会
計
予
算
な

２０
ど
　
件
の
議
案
、
発
議
１
件
が
提
案

２４
さ
れ
、
い
ず
れ
も
慎
重
に
審
議
さ
れ

た
結
果
、
原
案
可
決
ま
た
は
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

　
３
月
定
例
町
議
会
で
可
決
成
立
し

た
議
案
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
提
出
議
案
】

▼
井
手
町
参
与
の
設
置
に
関
す
る
条

例
制
定
の
件

▼
井
手
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す

る
条
例
制
定
の
件

▼
井
手
町
組
織
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
の
件

▼
井
手
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
の
件

▼
井
手
町
老
人
医
療
費
の
支
給
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
の
件

▼
井
手
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
の
件

▼
井
手
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
の
件

▼
井
手
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
件

▼
指
定
管
理
者
選
任
に
つ
き
同
意
を

求
め
る
件

▼
平
成
　
年
度
井
手
町
一
般
会
計
補

１９

正
予
算
（
第
５
回
）

▼
平
成
　
年
度
井
手
町
国
民
健
康
保

１９

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
回
）

▼
平
成
　
年
度
井
手
町
介
護
保
険
特

１９

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
回
）

▼
平
成
　
年
度
井
手
町
公
共
下
水
道

１９

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
回
）

▼
平
成
　
年
度
井
手
町
一
般
会
計
予

２０

算▼
平
成
　
年
度
井
手
町
国
民
健
康
保

２０

険
特
別
会
計
予
算

▼
平
成
　
年
度
井
手
町
水
道
事
業
会

２０

計
予
算

▼
平
成
　
年
度
井
手
町
多
賀
地
区
簡

２０

易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

▼
平
成
　
年
度
井
手
町
老
人
保
健
特

２０

別
会
計
予
算

▼
平
成
　
年
度
井
手
町
後
期
高
齢
者

２０

医
療
特
別
会
計
予
算

▼
平
成
　
年
度
井
手
町
介
護
保
険
特

２０

別
会
計
予
算

▼
平
成
　
年
度
井
手
町
公
共
下
水
道

２０

事
業
特
別
会
計
予
算

▼
平
成
　
年
度
井
手
町
多
賀
財
産
区

２０

特
別
会
計
予
算

▼
工
事
請
負
契
約
変
更
に
つ
い
て
同

意
を
求
め
る
件

【
諮
問
】

▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意

見
を
求
め
る
件

【
発
議
】

▼
井
手
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

【
意
見
書
】

「
道
路
整
備
の
財
源
確
保
に
関
す
る

意
見
書
」
は
可
決
さ
れ
、「
道
路
特
定

財
源
の
一
般
財
源
化
を
求
め
る
意
見

書
」
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

住民福祉課からのお知らせ

烏 羽隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

住民票の場合戸籍の場合
○住民票の写し等の交付を請求できる場合を限定

　①自己または自己と同一世帯の方による請求
　②①以外の方で、自己の権利行使や義務履行するため
　　に住民票の記載事項を確認する必要がある方や、国
　　または地方公共団体の機関に提出する必要がある方
　　など（正当な理由が必要）

○戸籍謄抄本等の交付を請求できる場合を限定

　①戸籍に記載されている方またはその配偶者、直系親
　　族による請求
　②①以外の方で、自己の権利行使や義務履行するため
　　に戸籍の内容を確認する必要がある方や、国または
　　地方公共団体の機関に提出する必要がある方など　
　　（正当な理由が必要）

○住民票の写し等を交付する際の本人確認について規定○戸籍謄抄本等を交付する際の本人確認について規定

○住民異動届（転出・転入・転居・世帯変更等）をする

　際の本人確認について規定
○戸籍の届出（養子縁組、養子離縁、婚姻、離婚、認

　知届）をする際の本人確認について規定

　本人確認ができなかった場合は、戸籍の届出が受理さ
れたことを本人に通知します。

○不受理申出の受付

　戸籍の届出を受理しないようあらかじめ申出すること
ができます。不受理申出及びその取り下げは、申出する
方自身が窓口で行う必要があります。その際、本人確認
を行います。

※本人以外の方が申請される場合は、委任される方の署名、押印のある委任状が必要です。
※本人確認は、運転免許証、パスポート、住基カード等官公署発行の顔写真付の免許証、許可証、身分証明書等の提示
　により行います。上記のものがない場合は、健康保険の被保険者証、年金証書、年金手帳等本人の氏名が確認できる
　書類等複数の提示が必要となります。また、本人の氏名が確認できる書類等の提示に加え口頭で質問をさせていた
　だく場合もあります。
※偽りやその他不正な手段で証明書を受けた者、虚偽の届出をした者には、罰則が設けられています。
※詳しくは、住民福祉課（℡82－6164）までお問い合わせください。
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■保険証
　75歳を迎える方には、1人に1枚、後期高齢者医療被保険者証が交付されます。この
保険証には負担割合「1割」または「3割」が記載されています。医療を受けるときは必
ず提示してください。

※すでに75歳以上の方には、配達記録郵便で送付しています。お手元に届いてお※すでに75歳以上の方には、配達記録郵便で送付しています。お手元に届いておらられなれな
い方は、お問い合わせくださいい方は、お問い合わせください。。

■保険料
　後期高齢者医療制度の保険料率は同一連合会内では原則、均一です。保険料は、すべて
の被保険者に負担していただきます。
　保険料額は、所得割額（被保険者の所得に応じてかかる金額）と被保険者均等割額（被
保険者全員に均一にかかる金額）の合計額となり、被保険者一人ひとりに賦課されます。
所得の低い方やこれまで被用者保険の被扶養者として保険料の負担がなかった方につい
ては保険料の軽減措置があります。１人当たりの年間保険料の限度額は50万円です。

※所得の低い方の軽減措置
　所得の低い方は、世帯の所得に応じて保険料の均等割額が軽減されます。

■保険料の納め方
　保険料は原則として年金から徴収（天引き）されます。（特別徴収）
　ただし年金額が年額１８万円未満の方や介護保険料と後期高齢者医療保険料の合算額が
年金受給額の２分の１を超える方は天引きの対象となりません。納付書や口座振替等に
より町へ個別に納めていただきます。（普通徴収）
■お医者さんにかかるとき
　医療機関での負担割合は、現行の老人保健制度と同様、一般の方は１割、現役並みの所
得者は３割となります。
＊お問い合わせは、井手町役場保健医療課（℡82‐6166）まで

京都府の
保険料

（限度額50万円）
＝

均等割額
被保険者
1人当たり

45,250円
＋

所得割額
総所得金額等

×8．32％
－基礎控除額（33万円）{ }
（京都府の所得割率）

■保険料の決め方
　京都府の保険料
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平成20年4月
後期高齢者医療制度がスタート

　老人医療費が増大する中、現役世代と高齢者世代の負担を明確化し、公平で分かりやす
い制度とするために現行の老人保健制度に代わる新しい「後期高齢者医療制度」が創設さ
れました。

■制度を運営するのは
　京都府内のすべての市町村が加入する「京都府後期高齢者医療広域連合」が運営主体に
なります。

■加入者
　広域連合の区域（京都府）内に住む75歳以上の方および65歳以上の一定の障害があ
ると広域連合の認定を受けた方です。
　今まで加入していた医療制度（国保・健康保険・共済など）に関係なく、75歳以上の
方はすべて後期高齢者医療制度に移行します。
○後期高齢者医療制度の対象となるとき

　煙すでに75歳以上の方は平成20年4月1日から。
　煙それ以外の方は、75歳の誕生日から開始されます。
※65歳以上の一定の障害がある方は、広域連合に申請し認定を受けた日から対象になり
　ます。
※広域連合によって一定の障害があると認定された65歳から74歳の方については、後
　期高齢者医療制度の被保険者認定の申請を将来に向かって撤回することが可能です。
　（撤回届の提出が必要）

○広域連合が行うこと

　被保険者の認定や保険料額の決定、
医療の給付など制度の運営を行います。
　煙保険料の決定
　煙医療の給付
　煙被保険者の認定
　煙保健事業への補助
○市町村が行うこと

　住所変更や給付申請などの届け出窓
口になります。
　煙保険証の引渡し
　煙加入や脱退の届け出の受付
　煙保険料の徴収
　煙各種申請の受付
　煙保健事業の実施
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●OPEN　午前9時～午後5時
●休館日　毎週火曜日・金曜日

お茶のサービスやコーヒー
を販売していますので、お
気軽にお越しください

肺
が
ん
・
結
核
検
診
を
　

　
5
月
に
実
施
し
ま
す

　
肺
が
ん
・
結
核
を
予
防
す
る
に

は
定
期
的
な
受
診
が
必
要
で
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
検
診
を
受
け
早

期
発
見
・
早
期
治
療
に
努
め
ま
し

ょ
う
。

　
５
月
　
・
　
・
　
日
の
３
日
間
、

２１
２２
２３

検
診
車
が
町
内
を
巡
回
し
ま
す
の

で
、
お
近
く
の
場
所
、
都
合
の
よ

い
時
間
を
選
ん
で
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

　
検
診
車
で
胸
部
の
レ
ン
ト
ゲ
ン

撮
影
を
行
い
ま
す
の
で
着
脱
し
や

す
い
上
着
で
会
場
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
必
要
な
方
に
は

喀
た
ん
検
査
も
実
施
し
ま
す
。

　
費
用
は
無
料
、
申
し
込
み
も
不

要
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
４
月
下
旬
に
配
布

し
ま
す
広
報
「
肺
が
ん
・
結
核
集

団
検
診
の
お
知
ら
せ
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

小
児
救
急
実
施
医
療
機
関
等

の
変
更
の
お
知
ら
せ

(

　
子
ど
も
が
休
日
・
夜
間
 時
間
外

)

 に
お
い
て
、
発
熱
や
け
が
を
し

た
と
き
は
小
児
科
の
医
師
を
置
く

次
の
（
表
参
照
）
病
院
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
受
診
の
際
は
必
ず
保
険

証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
平
成
　
年
４
月
か
ら
次
の
よ
う

２０

に
変
わ
り
ま
す
。

時間帯病院名曜日

午後８時～翌日午前８時
宇治徳洲会病院

月
火
水
木
金

田辺中央病院
土

午前８時～翌日午前８時日
午前９時～翌日午前８時祝日

調
理
師
試
験
及
び
製
菓
衛
生

師
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

【
平
成
　
年
度
第
１
回
調
理
師
試
験
】

２０

煙
願
書
受
付
日

４
月
　
日（
月
）～
４
月
　
日（
金
）

１４

１８

【
平
成
　
年
度
製
菓
衛
生
師
試
験
】

２０

煙
願
書
受
付
日

４
月
　
日（
月
）～
４
月
　
日（
金
）

２１

２５

煙
試
験
日
時
・
試
験
会
場

い
ず
れ
も
５
月
　
日
（
日
）
午
前

２５

　
時
～
正
午

１０関
西
文
理
学
院
（
京
都
市
北
区
上

御
霊
上
江
町
２
５
０
）

煙
願
 書
 配
 付

い
ず
れ
も
京
都
府
山
城
北
保
健
所

及
び
田
辺
地
域
総
務
室
で
３
月
３

日
（
月
）
か
ら
配
付
《
土
曜
日
、

日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
き
、
午
前

９
時
～
正
午
ま
で
及
び
午
後
１
時

～
午
後
５
時
ま
で
》

煙
願
書
受
付
場
所
及
び
時
間

い
ず
れ
も
京
都
府
山
城
北
保
健
所

及
び
田
辺
地
域
総
務
室
（
郵
送
で

の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
）《
午
前
９

時
　
分
～
午
前
　
時
　
分
ま
で
及

３０

１１

３０

び
午
後
１
時
　
分
～
午
後
４
時
　

３０

３０

分
ま
で
》

※
受
験
料
（
京
都
府
収
入
証
紙
）

調
理
師
試
験
６
，１
０
０
円
、
製

菓
衛
生
師
試
験
９
，４
０
０
円

お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
都
府
山
城

北
保
健
所
衛
生
室
（
℡
　
‐
２
９

２１

)

１
２
 ま
で

「椿坂総力祭！」が盛大に開催されました

　3月2日（日）、まちづくりセンター椿坂で「椿坂総力祭！
（同実行委員会＝石本茂男実行委員長）」が行われました。
　総力祭は、今回で3回目。来館者が少なくなるこの時期に、
日頃の活動の実りを多くの方に楽しんでもらおうと開催しま
した。
　会場には、約250人が訪れ、折り紙教室や陶芸に絵付けを
する体験教室、新鮮野菜などを販売する「椿坂であい市」や
模擬店、「奏」によるコンサートなどを楽しみました。
　また今回は、直径7ｃｍほどのボールを投げて得点を競う
「ペタンク」と呼ばれる競技も行われ、来場者らはボールの行
方に一喜一憂しました。

※
宇
治
徳
洲
会
病
院
は
当
番
日
以

外
で
も
診
療
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

受
診
さ
れ
る
際
は
電
話
等
で
確
認

を
し
て
く
だ
さ
い
。
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禍

花

稼

苛

禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾

禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾

箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
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箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇

箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇

教育の窓

では関係団体による、お好み焼き、うどん、てんぷ
ら、ポップコーン等の模擬店が設けられ、たくさん
の人で賑わっていました。
　今後もこうした場を通じて広く住民の交流を図
り、同和問題をはじめ、あらゆる差別の解消にむけ
て取り組むとともに、人権意識の高揚に資するため
続けていきたいと思います。

　第２２回井手町解放文化祭(同実行委員会主催＝中
村義孝実行委員長)が、３月１６日（日）いづみ人権交
流センターを会場にして開かれ多彩な催しが行われ
ました。
　解放セレモニーでは、中村実行委員長から「あら
ゆる差別がなくなり、平和で住みよい社会を築くた
め、この解放文化祭から人権文化の創造をひろげて
いきたい。」とあいさつ。つづいて町を代表して汐見
町長、議会を代表して中坊議長、部落解放同盟京都
府連の西島書記長よりそれぞれ来賓のあいさつがあ
りました。
　舞台発表では、愛ｄｅバンドのステージを皮切り
にいづみ太鼓「左馬」の和太鼓演奏・いづみまなび
教室の大正琴演奏・マンドリンとギターによる合奏・
カラオケ・保育園児の歌等に来場者は大変盛り上が
っていました。
　引き続き行われた記念講演会では、通天閣の歌姫
といわれている、叶れい子さんを招いて～元祖オー
ロラ輝子の親不孝人生～「お母さん生んでくれてあ
りがとう」と題し、歌姫となるまでの極貧生活を見
守り続けた母の愛、障がいを背負っていじめにあっ
た体験など熱く語られ、講演の合間には、歌も披露
され会場は感動に包まれていました。
　また、交流センター内では、児童館・保育園・小
中学校・いづみまなび教室・住民の作品展示、館外

見つめよう私たちの歴史　育てよう私たちの文化

第22回井手町解放文化祭

４
月
は
家
庭
学
習
の

　
　
　
　
習
慣
づ
く
り
か
ら

　
み
な
さ
ん
　
こ
ん
に
ち
は
。

今
回
は
、「
家
庭
学
習
の
習
慣
づ
く

り
」
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　
学
校
で
学
習
し
た
こ
と
を
定
着

さ
せ
る
た
め
に
は
、
家
庭
学
習
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

　
昨
年
４
月
に
実
施
さ
れ
た
全
国

学
力
学
習
状
況
調
査
に
よ
る
と
、
井

手
町
の
子
ど
も
た
ち
の
家
庭
学
習

時
間
は
、
全
国
平
均
よ
り
少
な
い
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　
井
手
町
の
小
・
中
学
校
で
実
施
し

て
い
る
「
生
活
学
習
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」
で
も
、
家
庭
学
習
時
間
と
学
力

テ
ス
ト
の
結
果
と
の
間
に
、
明
ら
か

な
関
係
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
小
学

校
の
低
学
年
で
家
庭
学
習
の
習
慣

を
し
っ
か
り
身
に
付
け
る
こ
と
が
、

そ
の
後
の
順
調
な
学
力
形
成
の
カ

ギ
と
な
り
ま
す
。

　
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た

り
、
町
内
小
・
中
学
校
で
は
計
画

的
に
家
庭
学
習
課
題
（
宿
題
）
を

出
す
な
ど
し
て
家
庭
学
習
の
習

慣
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
家
庭
で
も
学
習
習

慣
の
定
着
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

〈
家
庭
学
習
習
慣
づ
く
り
の
ス
テ
ッ
プ
〉

①
 整
理
整
頓

　
　
　
↓

②
 生
活
リ
ズ
ム
の
安
定

　
　
　
↓

③
 で
き
た
瞬
間
を
ほ
め
て
認
め
る

　
　
　
↓

④
 「
自
分
は
で
き
る
」
と
い
う

　
　
ス
イ
ッ
チ
を
オ
ン
に
す
る
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い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
３
時

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
大
正
琴
》

日
時
／
４
月
　
日
（
金
）・
　
日
（
金
）

１１

２５

い
ず
れ
も
午
前
　
時
～
正
午

１０

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
ペ
ン
習
字
教
室
》

日
時
／
４
月
　
日
（
火
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２２

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

場
所
／
い
ず
れ
も
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
研

修
棟

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
天
文
台
】

日
時
／
４
月
　
日
（
金
）

２５

　
　
／
５
月
９
日
（
金
）

午
後
７
時
半
～
９
時

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

煙
申
し
込
み
は
不
要
で
す

煙
雨
天
曇
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す

煙
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
子
様
だ
け

の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

【
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
】

《
陶
芸
》

日
時
／
４
月
　
日
（
水
）
午
前
　
時
半
～

１６

１１

場
所
／
玉
泉
苑

費
用
／
２
０
０
円

対
象
／
　
歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
害
の
あ
る
方

６０

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月
　
日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
だ

２０

よ
り
」
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
詳
し
い
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で
 

救
命
講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　
突
然
の
け
が
や
病
気
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
起
き

る
か
予
測
で
き
ま
せ
ん
。

　
心
筋
梗
塞
な
ど
の
際
に
見
ら
れ
る
心
室
細
動

（
心
臓
の
け
い
れ
ん
）
は
、
除
細
動
（
電
気
シ
ョ
ッ

ク
）
を
行
う
の
が
１
分
遅
れ
る
度
に
７
～
　
％
の

１０

割
合
で
救
命
率
が
低
下
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
突
然
の
状
況
に
対
処
す
る
為
に
は

救
命
手
当
の
知
識
が
必
要
で
す
。

　
誰
も
が
簡
単
に
出
来
る
心
肺
蘇
生
法（
Ａ
Ｅ
Ｄ
・

人
工
呼
吸
・
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
の
講
習
会
で
す

の
で
積
極
的
に
参
加
し
救
命
手
当
を
学
び
ま
し
ょ

う
。

日
時
／
５
月
４
日
（
日
）
午
前
９
時
～
正
午

場
所
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
　
会
議
室

定
員
／
　
名
程
度

１０

参
加
費
／
無
料

受
付
期
限
／
５
月
３
日
（
土
）
ま
で

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分

署
（
℡
　
‐
３
０
０
０
）
ま
で

８２

住
宅
用
火
災
警
報
器
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
設
置
さ
れ
ま
し
た
か

　
新
築
住
宅
は
、
平
成
　
年
６
月
か
ら
住
宅
用
火

１８

災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
既
に
お
住
ま
い
の
住
宅
（
戸
建
て
住
宅
・

店
舗
併
用
住
宅
・
共
同
住
宅
）
は
、
平
成
　
年
５

２３

月
　
日
ま
で
設
置
が
猶
予
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大

３１
切
な
家
族
の
命
を
守
る
た
め
に
も
一
日
も
早
く
設

置
を
お
勧
め
し
ま
す
。
取
り
付
け
る
箇
所
は
、
寝

室
・
階
段
・
台
所
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
悪
質
な
訪
問
販
売
な
ど
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

消
防
署
員
・
消
防
団
員
が
訪
問
し
販
売
を
し
た
り
、

特
定
の
業
者
に
販
売
を
委
託
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
業
者
の
服
装
や
急
が
せ
る
話
に
惑
わ
さ
れ

四
月
は
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
・
軽
自
動
車
税
の
第
一
期
納
期
限
で
す

な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
田
辺
市
消
防
本
部
予
防

課
（
℡
　
‐
７
８
２
６
）
ま
た
は
、
京
田
辺
市
消

６３

防
署
井
手
分
署
（
℡
　
‐
３
０
０
０
）
ま
で

８２

ス

ポ

ー

ツ

【
体
育
協
会
総
合
開
会
式
】

日
時
／
４
月
　
日
（
日
）
午
前
８
時
半
～

２０

場
所
／
泉
ヶ
丘
中
学
校

【
町
長
旗
争
奪
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
】

日
時
／
４
月
　
日
（
日
）
午
前
９
時
～

２０

場
所
／
泉
ヶ
丘
中
学
校

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
体
育
協
会
事
務
局
（
℡
　８２

‐
５
７
０
０
）
ま
で

講

座
・
教

室

【
和
太
鼓
交
流
教
室
】

日
時
／
４
月
　
日
（
水
）・
　
日
（
火
）

１６

２２

　
　
／
５
月
７
日
（
水
）

い
ず
れ
も
午
後
７
時
～
９
時

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

(
)

【
和
太
鼓
教
室
 サ
ー
ク
ル
 】

日
時
／
４
月
　
日
（
土
）
午
後
１
時
半
～
３
時
半

１９

【
和
太
鼓
教
室
】

日
時
／
４
月
　
日
（
土
）・
　
日
（
土
）

１２

２６

　
　
／
５
月
　
日
（
土
）

１０

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
３
時
半

場
所
／
い
ず
れ
も
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
体

育
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館
（
℡
　
‐
８２

４
１
１
２
）
ま
で

【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》

日
時
／
４
月
　
日
（
金
）・
　
日
（
金
）

１１

２５

山
城
北
保
健
所
綴
喜
分
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

母
子
家
庭
奨
学
金
申
請
受
付

　
本
年
度
受
給
さ
れ
る
方
は
、
５
月
末
ま
で
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
年
度
途
中
の
申
請
は
減
額
支
給
と
な
り
ま
す
。

（
対
象
は
、
乳
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
。
毎
年
度

申
請
が
必
要
で
す
。
他
の
制
度
と
併
せ
て
支
給
の

方
は
、
支
給
額
が
制
限
さ
れ
ま
す
。）

 ＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
府
山
城
北
保
健
所
綴
喜

分
室
（
℡
　
‐
５
７
４
７
）
ま
で

６３

事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ

　
本
年
の
労
働
保
険
料
の
申
告
納
付
は
、
４
月
１

日
か
ら
５
月
　
日
（
土
日
祝
は
除
く
）
ま
で
に
お

２０

願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
　
年
４
月
よ
り
石
綿
健
康
被
害
救

１９

済
法
に
基
づ
く
一
般
拠
出
金
の
申
告
納
付
も
併
せ

て
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

お
早
め
に
申
告
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
都
労
働
局
総
務
部
労
働
保

険
徴
収
課
（
℡
０
７
５
‐
２
４
１
‐
３
２
１
３
）

ま
で
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＊
毎
月
第
４
木
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

《
２
歳
半
歯
科
健
診
》　

日
時
／
４
月
　
日
（
月
）

１４

対
象
／
Ｈ
　
・
９
・
１
か
ら
Ｈ
　
・
　
・
　
生
ま
れ

１７

１７
１２
３１

受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

【
予
防
接
種
・
集
団
接
種
】

《
ポ
リ
オ
》

日
時
／
４
月
　
日
（
火
）
午
後
２
時
～
２
時
　
分

２２

４５

・
生
後
３
ヶ
月
～
　
ヶ
月
ま
で
で
す
が
出
来
る
だ

９０

け
３
ヶ
月
～
　
ヶ
月
の
間
に
２
回
服
用
し
て
下
さ

１８

い
。
１
回
目
と
２
回
目
の
間
隔
を
６
週
間
あ
け
て

下
さ
い
。

＊
母
子
手
帳
と
予
診
票
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

い＊
「
予
防
接
種
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
は
毎
回
必
ず
読

ん
で
く
だ
さ
い

場
所
／
い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で
 

各

種

相

談

【
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
】

日
時
／
４
月
　
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

１４

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
４
月
　
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

２８

場
所
／
玉
泉
苑

【
心
配
ご
と
相
談
】

日
時
／
４
月
　
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

２１

場
所
／
玉
泉
苑

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／
４
月
　
日
（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

２８

場
所
／
玉
泉
苑

健

康

【
成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
・
健
康
相
談
》

日
時
／
４
月
　
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２４

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
５
月
８
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
　
歳
以
上

６５

【
楽
笑
健
康
づ
く
り
教
室
】

日
時
／
４
月
　
日
（
月
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２１

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で
 

子

育

て

【
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】

《
よ
ち
よ
ち
ち
ゃ
ん
広
場
》

日
時
／
４
月
　
日
（
金
）
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１８

１０

１１

５０

《
ぴ
よ
ぴ
よ
ち
ゃ
ん
広
場
》

日
時
／
４
月
　
日
（
水
）
午
前
　
時
～
　
時
　
分

２３

１０

１１

５０

《
と
こ
と
こ
ち
ゃ
ん
広
場
》

日
時
／
５
月
２
日
（
金
）
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

５０

場
所
／
い
ず
れ
も
井
手
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
玉
川
保
育
園
内
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
℡
　-

 
２
２
３
２
）
ま
で

８２

【
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
①
】

日
時
／
４
月
　
日
（
金
）
午
後
１
時
半
～
３
時
半

１１

【
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
②
】

日
時
／
４
月
　
日
（
金
）
午
後
１
時
半
～
３
時
半

１８

【
わ
く
わ
く
広
場
】

日
時
／
４
月
　
日
（
木
）
午
前
９
時
半
～
正
午

２４

場
所
／
玉
泉
苑

四
月
は
、
井
手
地
区
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
月
で
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

＊
心
配
ご
と
相
談
は
、
毎
週
月
曜
日
（
月
４
回
　

第
１
・
３
・
４
は
、
玉
泉
苑
、
第
２
は
賀
泉
苑
）
に

開
設
し
て
い
ま
す
。（
第
５
月
曜
日
と
祝
日
に
あ
た

る
月
曜
日
は
開
設
し
ま
せ
ん
）

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
障
害
者
相
談
】

日
時
／
４
月
　
日
（
火
）
午
後
１
時
半
～
４
時

２２

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
福
祉
課
（
℡
　
‐
６

８２

１
６
５
）
ま
で

【
総
合
健
康
相
談
】

日
時
／
４
月
　
日
（
金
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２５

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

【
母
子
の
相
談
・
教
室
】

《
育
児
相
談
・
あ
そ
び
の
広
場
》

日
時
／
４
月
　
日
（
水
）
午
前
９
時
半
～
　
時
半

１６

１０

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

《
育
児
相
談
》

日
時
／
５
月
７
日
（
水
）
午
前
９
時
半
～
　
時
半

１０

場
所
／
西
部
公
民
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）】

日
時
／
４
月
　
日
（
火
）
午
前
　
時
～
午
後
２
時

２２

１０

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

歴史倶楽部・歴史のまちウォーク
ひたすらに、ひたすらに、山背古道をウォークしませんか

　ＪＲ山城青谷駅から井手町（椿坂）を休憩ポイントとした、ＪＲ棚倉駅まで約10km
のコースを歩きます。
日　　時：4月25日（金）午前10時
集合場所：ＪＲ山城青谷駅
募集締切：4月15日（火）
資　　格：歴史街道倶楽部会員（会員でない方はあわせて入会申込をしてください。）
参 加 費：3,500円（保険料・運賃・昼食お弁当代等）
＊お問い合わせ先は、歴史街道倶楽部事務局（℡06‐6448‐5820【平日午前10時～
午後5時】）まで
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☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介
  ４
月

◆
一
般
書

「
狐
火
の
家
」 

貴
志
祐
介

「
や
る
気
の
な
い
刺
客
」 

佐
藤
雅
美

「
そ
ろ
そ
ろ
旅
に
」 

松
井
今
朝
子

「
ジ
ー
ン
・
ワ
ル
ツ
」 

海
堂
尊

「
と
け
る
、
と
ろ
け
る
」 

唯
川
恵

「
Ｆ
ｏ
ｒ
 　
Ｙ
ｏ
ｕ
」 

五
十
嵐
貴
久

「
ウ
ツ
ボ
カ
ズ
ラ
の
夢
」 

乃
南
ア
サ

◆
児
童
書

【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】

４
月
～
９
月
午
前
　
時
～
午
後
６
時

１０

☆
４
月
・
５
月
の
休
館
日

４
月
　
・
　
・
　
・
　
・
　
日

１４
２１
２４
２８
３０

５
月
　
～
　
・
　
・
　
・
　
日

１２

１５
１９
２６
２９

☆
貸
出
冊
数
お
よ
び
期
間

煙
図
書
は
１
人
　
冊
、
２
週
間

１２

煙
雑
誌
は
１
人
５
冊
、
２
週
間

煙
視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、
１
週
間

「
絵
本
 カ
ス
ピ
ア
ン
王
子
の
つ
の
ぶ
え
」

 
マ
シ
ュ
ー
・
Ｓ
・
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ

「
つ
ぐ
み
通
り
の
ト
ー
ベ
」

 

ビ
ル
イ
ッ
ト
・
ロ
ン

「
花
に
な
っ
た
カ
マ
キ
リ
」 
海
野
和
男

「
み
ず
た
ま
レ
ン
ズ
か
が
く
の
と
も
傑
作
集
」  

 

今
森
光
彦

☆
４
月
・
５
月
の
図
書
館
行
事

《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

４
月
　
日
（
土
）・
５
月
　
日
（
土
）

１２

１０

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
か
ら

《
親
と
子
の
絵
本
の
会
》

４
月
　
日
（
土
）・
５
月
　
日
（
土
）

１９

１７

い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら

《
春
の
お
話
し
会
》

４
月
　
日
（
日
）
午
後
１
時
半
か
ら

２７

《
図
書
の
リ
サ
イ
ク
ル
》

４
月
　
日
（
金
）
～
４
月
　
日
（
火
）

２５

２９

《
雑
誌
の
リ
サ
イ
ク
ル
》

５
月
　
日
（
土
）
～
５
月
　
日
（
金
）

２４

３０

流星の絆
東野圭吾
「兄貴、あいつは本気だよ。
俺たちの仇の息子に惚れてる
よ」惨殺された両親の仇討ち
を流星に誓いあった功一、泰
輔、静奈の３兄妹。１４年後、
彼らが仕掛けた復讐計画の最
大の誤算は、妹・静奈の恋心
だった。

暮らし上手の小さなヒント 
若松美穂
小さな工夫と家族への大きな
愛があれば、だれでも暮らし
上手に。カリスマ節約主婦が、
丁寧な暮らしの中から生まれ
る節約術や秘訣など、上手な
暮らしのヒントを紹介。『エッ
セ』に掲載した記事に追加・
再構成したものを書籍化。

消えた空き巣犯を追え！
那須正幹
静ばあちゃんの家が、空き巣
に入られた！最近、山手町を
荒らしている空き巣ねらいの
しわざらしいが、目撃者がい
ない。手がかりがないのだ。
犯人を追え、探偵クラブ！  
おもしろわくわくミステリー
第３弾。

めんこ
鷹家碧
日本の伝承遊びの代表格、め
んこ。なじみの深い紙めんこ
をはじめ、めんこの原形であ
る泥めんこ、今は使われてい
ない鉛めんこ等を多数のカラ
ー写真で紹介。めんこの遊び
方、作り方、歴史もわかりや
すく解説する。

癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

Ｑ
　
保
険
料
を
納
め
な
い
と
、
ど
う
な
る
の
で
す

か
。

Ａ
　
年
金
は
、
世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
の
制
度

で
す
。
あ
な
た
が
納
付
す
る
保
険
料
が
、
高
齢
者

世
代
の
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
あ
な

た
や
家
族
の
年
金
権
を
守
る
た
め
に
も
、
保
険
料

は
忘
れ
ず
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

　
国
民
年
金
の
給
付
は
、
老
後
の
生
活
保
障
で
あ

る
老
齢
基
礎
年
金
だ
け
で
な
く
、
思
わ
ぬ
事
故
等

に
よ
り
障
害
が
残
っ
た
と
き
の
障
害
年
金
、
生
計

を
維
持
し
て
い
る
人
が
亡
く
な
っ
た
と
き
の
遺
族

基
礎
年
金
が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
を
納
付
期
限
ま

で
に
支
払
っ
て
い
な
い
と
、
こ
の
よ
う
な
年
金
給

付
を
受
け
取
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
納
付
期
限
か
ら
２
年
間
を
経
過
す
る
と

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
た

め
、
将
来
、
受
給
す
る
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額

が
少
な
く
な
っ
た
り
、
受
け
取
れ
な
く
な
っ
た
り

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
は
、
社
会
保
険

庁
か
ら
送
付
さ
れ
る
「
納
付
書
」
で
、
金
融
機
関

ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
社
会
保
険
事

務
所
で
お
支
払
く
だ
さ
い
。
支
払
の
手
間
や
時
間

が
省
け
る
口
座
振
替
で
、
保
険
料
を
引
き
落
と
し

す
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。
口
座
振
替
の
申
し
込
み

は
、
金
融
機
関
、
社
会
保
険
事
務
所
の
窓
口
で
、

申
し
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
金
融

機
関
届
出
印
を
押
印
の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
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ごみ収集日程表（4月11日～5月10日）

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場産業環境課（TEL８２‐6168）まで

し尿収集日程

※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（TEL０７５‐６３１‐５１７１）まで

収集区域し尿収集
区域番号収集日

西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、内
垣内、東松ヶ花、奥西、帽子田、下川、判ノ地、田村新田⑧５月２日

茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷、阿弥陀寺⑨４月１１日
５月７日

西南組、東南組、前川、石名田、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平⑩４月１４日
５月８日

高橋、谷村、宮ノ後、天王山、蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、安
堵山、浜、上ノ浜、起、佃、平山⑪４月１５日

５月９日

新四郎山、西山、西垣内、中垣内、東垣内⑫４月１６日

川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、里、玉ノ井、西高月、東高月、
清水、栢ノ木、中溝⑬４月１７日

柏原、南玉水、久保、渋川、段ノ下、扇畑、浜田、南猪ノ阪、北猪ノ阪⑭４月１８日

梅ノ木原、野神、宮ノ本、西前田、柴木田、北開、北構、南溝、下赤
田、上赤田、鳥休⑮４月２１日

★ごみは、朝９時までに出してください。

★カン、ビン、ペットボトル、発泡トレー等は中身の見える袋で出してください。

★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別袋にして出してください。

★粗大ごみは、収集日の１週間前までに産業環境課へ電話予約（TEL８２‐6168）してください。（テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・

洗濯機・エアコン・パソコンは除きます）

※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール・紙パックごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜日です。

その他
発　泡

トレー等

ペット

ボトル
粗大ごみビンカン燃やすごみ

 区　分

地　区 

４月１６日

４月３０日

４月２３日

５月７日
４月２４日４月１７日５月１日５月８日火・金曜日

北 区

南 区

水 無 区

４月２３日

５月７日

４月１６日

４月３０日
４月２５日４月１７日５月２日

４月１１日

５月９日
月・木曜日

玉 水 区

石 垣 区

高 月 区

４月２３日

５月７日

４月１７日

５月１日
４月２４日５月８日４月３０日４月１６日火・金曜日

多 賀 全 区

上 井 手 区



住 民 カ レ ン ダ ー

行　　　　事曜月日
大正琴教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
マタニティースクール①（午後１時半～３時半、保健センター）

金4/11

親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）土１２

日１３
２歳半歯科健診（受付：午後１時～１時半、保健センター）
行政相談・心配ごと相談（午後１時～４時、賀泉苑）月１４

火１５
育児相談・遊びの広場（受付：午前９時半～１０時半、保健センター）
生き生きふれあいサロン【陶芸】（午前１１時半～、玉泉苑）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）

水１６

木１７
マタニティースクール②（午後１時半～３時半、保健センター）金１８
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）
親と子の絵本の会（午後２時～、山吹ふれあいセンター）土１９
体育協会総合開会式、町長旗争奪ソフトボール大会（午前８時半～、泉ヶ丘中学校）日２０
心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）
楽笑健康づくり教室（午後１時半～３時、保健センター）月２１
こころの相談室（午前１０時～午後２時、いづみ人権交流センター）
ペン習字教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場１階相談室）
ポリオ（午後２時～２時４５分、保健センター）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）

火２２

家庭教育学級（午前１０時～１１時半、多賀保育園）水２３
わくわく広場（午前９時半～正午、玉泉苑）
山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、賀泉苑）木２４
大正琴教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
総合健康相談（午後１時半～３時、保健センター）
天文台公開（午後７時半～９時、山吹ふれあいセンター）

金２５

ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ開始式（午前９時半～、山城勤労者福祉会館）
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）土２６
春のお話し会（午後１時半～、山吹ふれあいセンター）日２７
行政相談・心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）
無料法律相談(午後２時～４時、玉泉苑）月２８

火２９
水３０

無火災デー防火パレード木5/1
金２
土３
日４
月５
火６

育児相談（受付：午前９時半～１０時半、西部公民館）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）水７
山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、玉泉苑）木８
天文台公開（午後７時半～９時、山吹ふれあいセンター）金９
ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）

土１０

妻夫住所

冨 永　　恵奥 村 公 孝井手

届出人赤ちゃん住所

厚 宏 柊  平 
しゅう へい

宮 﨑多賀

隼 三 琉  聖 
りゅう せい

中 谷井手

真 人 光  虹 
こ こ

前 田井手

雄 一 成  弥 
なる み

木 村井手

浩 史 駿  介 
しゅん すけ

関 谷多賀

博 之 有  里 
ゆ り

窪 田井手

出張徴収【多賀】

出張徴収【北・南】

まちのカレンダまちのカレンダーー
（4月11日～5月10日）

発行：京都府綴喜郡井手町役場
編集：企画財政課
井手町ホームページ

 http://www.town.ide.kyoto.jp/ 
E-mail：info@town.ide.kyoto.jp

〈
婚
姻
〉

〈
出
産
〉

（２月２０日から３月１９日までの届出分・敬称略）

（２月２０日から３月１９日までの届出分・敬称略）

公共施設電話番号一覧
電話番号名　　称

0774－82－6161総　務　課
0774－82－6162企画財政課
0774－82－6163税　務　課
0774－82－6164住民福祉課
0774－82－6165高齢福祉課
0774－82－6166保健医療課
0774－82－6167建　設　課
0774－82－6168産業環境課
0774－82－6169上下水道課
0774－82－6171会　計　課
0774－82－6172議会事務局
0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－3690地域包括支援センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－2232子育て支援センター
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署　井手分署
0774－82－2001代 表 番 号井手町役場


